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Kamiya Denbe

牛久の歴史や文化の発展に功績を残した偉人をご紹介します

イラスト制作は市内5校の
中学校美術部生徒が順番に

担当します！

基本データ

【生没年】� 安政3年（1856）～大正11年（1922）
【出身地】 三河国幡豆郡松木島村
　　　　（現・愛知県西尾市）

【主な業績】 日本初の本格的ワイン醸造
場（現在の牛久シャトー）の開設、浅草「神
谷バー」の創業者、国内初の無水アルコー
ル製造成功、三河鉄道（愛知県）の再建

ゆかりの人物 人物像

多くの偉人たちと交流
「近代日本経済の父」と称される渋沢栄一と
は多くの企業設立での共同作業を行いまし
た。また、文豪・森鴎外や、政治家の勝海
舟、山岡鉄舟、榎本武揚、板垣退助、土方
久元など多くの著名人と親交がありました。

誠実な人柄は幼少期から
9歳のころ、見習仕事の帰り道に落ちて
いた小判を見つけ、持ち主を探して届
けたため、「松さん（幼名：松太郎）は正直
者」という評判が立ったことも。
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と
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落
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６
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蜂
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。
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岡
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０
０
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萄
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。
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。
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を
閉
じ
ま
し
た
。

【イラスト制作】牛久第一中学校美術部　【参考文献】神谷傳兵衛（坂本箕山・著、味岡源太郎・復刻著  中日新聞社 2018年）

合同酒精株式会社旭川工場　
(北海道旭川市南四条通20-1955)

明治32年に傳兵衛が設立した酒造工場（日本酒精製
造株式会社）。今も旧蒸留棟が残されています。
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 旭川ラーメンの生みの親？？
傳兵衛は、上記の酒造工場 
で大量に発生する「アルコ 
ール粕（残りかす）」をえさ 
として旭川で養豚を始めました。
この養豚が、豚骨と煮干しなどを
合わせてだしをとるダブルスー
プが特徴の「旭川ラーメン」誕生
につながったという説もあるそう。

牛
久
シ
ャ
ト
ー
の
誕
生

　

明
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年
、
ブ
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培
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造
を
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た
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に
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ン
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の
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ル
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ー
に
留
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し
て
い
た
婿
養
子
の
神
谷

こぼれ話

牛久シャトーでの祝宴に出席
する板垣退助（大正2年）

葡萄園を視察する
土方久元（大正4年）

旧飯島家住宅で傳兵衛に関する史料が

新たに見つかりました！

国の登録有形文化財に登

録が予定されている旧飯

島家住宅（牛久町90）か

ら、傳兵衛に関する史料

が新たに発見されました。

※飯島家は、明治30年代に神谷葡萄園の土地

購入の交渉代理人を務めていました。

新情報

神谷バー（東京都台東区浅草1-1-1）ゆかりの
スポット

名物の一つが明治26年ご
ろ誕生したリキュール「電
気ブラン」。当時目新しい
物は「電気○○」などと呼
ばれるものが多く、ハイ
カラな酒として登場しま
した。懐かしい味を求める
人で今も賑わっています。

（傳兵衛が開業した旧みかはや銘酒店）
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イラスト：マットレス

16・7歳頃の傳
兵衛は色白で
やせ型の美男

子であったことから、村の
娘たちに人気だったとい
われています。

こぼれ話

若いころは若いころは

モテモテ！？モテモテ！？

※偉人図鑑①（4月1日号）で木村安兵衛の出身地を「常陸国田宮村」と記載しましたが、正しくは「常陸国河内郡田宮村」です。
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